



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年 号 戸 数 戸数倍串 口 数 口数曲率 戸口比 出 典
光武帝中元2年(57) 4，279，634 L 00 21，007，820 L 00 4，91 伏無忌所記
明帝永平18年 (75) 5，860，573 1， 37 34，125，021 L 62 5.82 " 
章帝章和2年 (飽) 7，456，784 L 74 43，356，367 2. 06 5. 81 " 
和帝冗興元年(105) 9，237，112 2， 16 53， 256， 229 2， 54 5， 77 " 
安帝延光4年(125) 9，647，838 2. 25 48，690，789 2， 32 5， 05 M 
順帝永和5年(140) 9，698，630 2， 27 49，150，220 2. 34 5. 07 郡国志本文
順帝建康元年(144) 9，946，919 2.32 49，730，550 2. 37 5， 00 伏無忌所記
沖帝永嘉元年(145) 9，937，680 2.32 49，524，183 2， 36 4.98 " 
質帝本初元年(146) 9，348，227 2.18 47，566，772 2. 2日 5， 09 " 
桓帝永寿 3年 (157) 10，677，960 2. 50 56，486，856 2， 69 5. 29 『晋害』塩14地埋志上
'晴考
平帝元始2年 (2) 12，233，062 59，594，978 4.87 r謹書』題28下地理志下
の
時
期
に
あ
た
り
、
『
後
漢
書
』
巻
四
、
和
帝
紀
論
に
自
中
興
以
後
、
逮
干
永
元
、
難
頗
有
強
張
、
而
倶
存
不
援
、
是
以
湾
民
歳
増
、
闘
土
世
腐
ロ
表.後漢全国戸口統計・戸口比
と
あ
る
よ
う
に
、
戸
口
は
順
調
に
増
加
(
聞
復
)
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
状
況
は
表
の
戸
数
・
口
数
を
見
て
も
分
か
る
の
で
あ
る
が
、
更
に
そ
れ
ぞ
れ
の
増
加
倍
警
を
見
て
み
る
と
、
ま
す
低
塗
刑
期
は
、
口
数
増
加
率
が
戸
数
増
加
警
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
戸
口
比
が
高
く
な
っ
て
い
る
が
、
安
帝
延
光
四
年
(
一
二
五
)
時
点
で
は
口
数
が
既
に
雷
同
し
て
い
る
の
に
対
し
、
戸
数
は
な
お
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
こ
の
時
点
で
ほ
ぼ
口
数
増
加
率
と
戸
数
増
加
率
が
並
ん
で
戸
口
比
が
五
近
く
に
な
り
、
以
降
、
戸
数
・
口
数
共
に
停
滞
し
、
戸
口
比
は
五
前
後
を
上
下
し
て
桓
帝
代
に
至
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
後
漢
一
時
代
の
戸
口
比
は
、
人
口
が
霊
聞
し
て
い
る
段
階
で
は
五
前
後
で
安
定
し
て
い
る
が
、
急
増
し
て
い
る
段
階
で
は
、
口
数
増
加
と
戸
数
増
加
の
時
間
的
ズ
レ
か
ら
拡
大
し
て
六
近
く
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
漢
代
の
戸
H
戸
籍
制
度
上
の
家
に
つ
い
て
は
序
文
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
五
口
が
一
般
的
平
均
的
な
形
態
と
し
て
認
識
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
根
拠
と
し
て
は
、
『
漢
書
』
巻
二
四
上
、
食
貨
志
上
の
140 
誼
錯
復
説
上
回
・
・
・
今
農
夫
五
口
之
家
、
其
服
役
者
不
下
二
人
、
其
能
耕
者
、
不
過
百
略
。
ま
た
『
春
秋
公
羊
伝
』
宣
公
一
五
年
初
税
畝
条
何
休
注
の
一
夫
一
婦
、
受
田
百
畝
、
以
養
父
母
妻
子
、
五
口
為
一
家
。
等
の
史
料
上
の
記
述
、
そ
し
て
前
・
後
漢
の
戸
口
統
計
の
戸
口
比
が
五
に
接
近
し
て
い
た
と
い
う
事
が
挙
げ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
戸
口
が
急
増
し
て
い
た
後
漢
前
期
の
明
帝
・
章
帝
・
和
帝
時
の
戸
口
統
計
の
戸
口
比
は
六
に
接
近
し
て
お
り
、
必
ず
し
も
漠
代
の
戸
口
比
が
五
前
後
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
漢
代
戸
口
比
を
考
え
る
上
で
重
要
な
事
と
思
わ
れ
る
の
で
、
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。
さ
て
後
漢
前
期
の
人
口
急
増
の
主
因
と
し
て
は
、
①
流
民
回
帰
に
よ
る
戸
籍
登
録
人
口
の
増
加
、
②
出
生
率
の
向
上
な
ど
に
よ
る
著
し
い
自
然
増
加
、
が
考
え
ら
れ
る
。
①
の
流
民
回
帰
に
つ
い
て
は
、
雨
模
交
替
期
に
は
社
会
的
混
乱
に
自
然
災
害
が
相
侠
っ
て
、
葬
目
、
・
・
・
枯
早
霜
煙
、
飢
鑑
薦
孫
、
百
姓
困
乏
、
流
離
道
路
(
『
漢
書
』
巻
九
九
下
、
王
葬
伝
下
)
-
E
E無
刷
、
飢
寒
並
珠
、
父
子
流
亡
、
夫
婦
離
散
、
陥
落
丘
雄
、
岡
崎
蕪
械
、
疾
疫
大
興
、
災
異
峰
起
。
(
『
後
漢
書
』
巻
二
八
上
、
高
市
伝
上
)
と
あ
る
よ
う
に
、
か
な
り
流
民
が
発
生
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
後
漢
時
代
、
特
に
明
帝
1
和
帝
期
に
度
々
行
な
わ
れ
た
流
民
自
占
に
対
す
る
賜
爵
と
、
そ
れ
と
多
分
に
リ
ン
ク
し
て
い
た
公
団
仮
与
盛
守
の
優
遇
策
に
よ
っ
て
、
戸
口
数
は
増
加
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、
山
田
勝
芳
氏
の
言
う
よ
う
に
、
流
民
賜
爵
に
関
す
る
詔
は
後
漢
一
代
を
通
し
て
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
後
漢
時
代
は
絶
え
ず
構
造
的
に
流
民
を
生
み
出
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
い
一
定
程
度
の
効
果
は
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
例
え
ば
、
李
忠
が
丹
陽
太
守
で
あ
っ
た
時
、
三
歳
間
流
民
占
著
者
五
寓
齢
口
。
(
『
後
漢
書
』
巻
二
一
、
李
忠
伝
)
と
あ
り
、
こ
れ
は
光
武
帝
の
建
武
年
間
の
こ
と
で
あ
り
時
期
は
幾
ら
か
早
い
が
、
当
時
の
流
民
回
帰
の
状
況
を
推
察
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
前
掲
絹
伯
伝
の
記
事
に
拠
れ
ば
、
家
日
戸
単
位
で
流
民
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
時
期
は
遡
る
が
前
漢
初
の
曲
逆
に
つ
い
て
、
『
史
記
』
巻
五
六
、
陳
丞
相
世
家
に
は
、
高
帝
南
過
曲
逆
・
・
・
顧
問
御
史
目
、
「
曲
逆
戸
口
幾
何
」
対
日
、
『
始
秦
時
三
寓
餓
戸
、
問
者
兵
数
起
、
多
亡
匿
、
今
見
五
千
戸
。
」
と
あ
り
、
戸
単
位
で
流
民
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
更
に
両
漠
交
替
期
直
前
の
前
漢
末
平
帝
元
始
二
年
の
戸
口
比
が
四
・
八
七
で
、
直
後
の
光
武
帝
中
元
二
年
の
戸
口
比
が
四
・
九
一
で
あ
り
戸
口
141後漢E寺代の戸口比について(肥後〉
比
に
殆
ど
変
化
が
無
い
こ
と
な
と
か
ら
、
流
民
回
帰
に
よ
る
戸
口
数
増
加
の
場
合
、
そ
れ
は
あ
る
程
度
の
再
生
産
手
段
を
も
っ
戸
1
戸
口
統
計
上
の
家
に
流
民
に
な
っ
た
個
々
人
が
戻
る
と
い
う
よ
り
も
、
新
た
に
戸
と
し
て
、
そ
し
て
そ
の
成
員
と
し
て
の
口
と
し
て
戸
籍
上
に
把
握
さ
れ
る
と
い
う
ケ
l
ス
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
場
合
、
二
戸
平
均
の
口
数
が
特
に
増
加
す
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
②
の
自
然
増
加
に
つ
い
て
は
、
E
・
A
・
リ
グ
リ
ィ
は
、
前
工
業
化
時
代
に
あ
っ
て
は
、
人
口
危
機
の
年
は
経
済
的
・
肉
体
的
に
被
害
を
受
け
や
す
い
人
々
を
淘
汰
す
る
た
め
、
そ
の
後
に
は
保
有
者
の
い
な
く
な
っ
た
保
有
地
が
利
用
で
き
、
非
常
に
死
亡
率
の
低
い
時
期
が
来
て
、
ま
た
困
難
な
時
代
で
あ
っ
た
た
め
に
結
婚
が
延
ば
さ
れ
て
い
た
場
合
に
は
、
結
婚
の
ラ
ッ
シ
ュ
が
そ
れ
に
続
く
こ
と
に
よ
り
、
急
激
な
出
生
率
の
増
加
の
時
期
と
死
亡
率
の
減
少
の
時
期
が
重
な
り
合
い
、
数
年
間
に
わ
た
っ
て
人
口
が
急
速
に
増
加
し
、
ま
た
出
生
数
の
大
幅
な
増
加
は
、
二
十
年
後
に
は
若
い
成
年
の
数
の
大
幅
な
増
加
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
、
彼
ら
が
結
婚
し
家
族
を
形
成
す
れ
ば
、
約
一
世
代
の
周
期
で
人
口
数
の
波
動
的
上
昇
を
生
む
傾
向
が
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
リ
グ
リ
イ
(
或
い
は
、
リ
グ
リ
ィ
が
引
用
し
て
い
る
諸
論
文
)
の
考
察
は
欧
州
を
対
象
と
し
て
お
り
、
中
園
、
し
か
も
時
代
も
か
な
り
遡
っ
た
後
漢
期
に
勿
論
、
無
条
件
に
当
て
は
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
(
保
有
者
の
い
な
く
な
っ
た
)
保
有
地
の
拡
大
や
出
生
率
の
増
加
と
い
っ
た
基
本
的
な
点
で
は
、
後
漢
前
期
も
同
様
な
状
況
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。
保
有
地
と
い
う
点
で
は
、
山
田
勝
芳
氏
は
明
帝
代
の
時
点
で
も
戸
口
数
か
ら
み
て
人
口
回
復
が
は
か
ば
か
し
く
な
く
、
『
後
漢
書
』
巻
二
、
明
帝
紀
永
平
一
二
年
五
月
詔
に
田
荒
不
耕
、
静
食
者
衆
。
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
土
地
の
余
剰
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
牛
疫
な
と
の
災
害
が
そ
の
後
あ
っ
た
に
せ
よ
、
章
帝
代
に
至
っ
て
も
告
常
山
、
貌
郡
、
清
河
、
担
鹿
、
平
原
、
東
平
郡
太
守
、
相
自
・
・
今
肥
田
尚
多
、
未
有
墾
閣
。
〈
『
後
漢
書
』
巻
三
、
章
帝
紀
元
和
三
席日
l
-
一
同
月
品
開
)
と
あ
る
よ
う
に
、
続
い
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
出
生
率
の
増
加
に
つ
い
て
は
、
令
云
、
人
有
産
子
者
復
、
勿
客
三
歳
。
今
諸
懐
裳
者
、
賜
胎
養
穀
人
三
斜
、
復
其
夫
、
勿
等
一
歳
、
著
以
震
令
。
(
同
元
和
二
年
正
月
詔
)
其
嬰
児
無
父
母
親
属
、
及
有
子
不
能
養
食
者
、
菓
給
如
伸
。
(
岡
元
和
三
年
正
月
詔
)
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と
い
っ
た
国
家
の
積
極
的
な
対
応
が
、
人
口
を
増
加
さ
せ
た
と
い
う
見
解
が
多
い
。
実
際
に
こ
の
よ
う
な
国
家
の
対
策
が
出
生
率
の
増
加
に
寄
与
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
が
、
根
源
的
に
は
人
口
減
少
に
伴
う
可
耕
地
の
余
剰
と
い
う
背
景
が
あ
り
、
し
た
が
っ
て
国
家
が
そ
の
対
策
と
し
て
、
流
民
団
婦
の
促
進
と
同
時
に
出
生
率
の
向
上
に
よ
る
人
口
増
加
を
意
図
し
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
翻
っ
て
こ
の
よ
う
な
社
会
状
況
下
に
あ
っ
て
は
、
自
然
災
害
等
の
負
の
要
素
が
加
わ
ら
な
い
限
り
、
出
生
率
は
増
加
の
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
国
家
の
優
遇
策
は
そ
の
傾
向
を
よ
り
促
進
さ
せ
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
戸
数
の
増
加
と
い
う
こ
と
は
、
流
民
回
帰
に
よ
る
ケ
ー
ス
を
除
け
ば
、
分
家
分
財
に
よ
る
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
周
知
の
よ
う
に
漢
代
の
分
家
分
財
に
つ
い
て
は
多
く
の
論
考
が
あ
り
、
そ
の
時
期
に
つ
い
て
も
幾
つ
か
の
見
解
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
例
外
的
な
も
の
は
別
と
し
て
、
子
が
成
人
に
達
し
た
以
後
と
い
う
点
で
は
基
本
的
に
変
わ
り
な
い
。
そ
し
て
後
漢
前
期
の
戸
口
数
急
増
段
階
に
あ
っ
て
は
、
口
数
の
増
加
に
少
し
遅
れ
て
戸
数
が
増
加
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
今
ま
で
の
考
察
か
ら
み
て
、
出
生
率
の
向
上
(
口
数
増
加
)
↓
少
し
遅
れ
て
、
成
人
，
M
の
増
加
↓
分
家
・
戸
の
形
成
(
戸
数
増
加
)
と
い
う
状
況
が
強
く
反
映
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
漢
代
の
家
族
形
態
に
つ
い
て
は
、
単
婚
小
家
族
が
圧
倒
的
多
数
で
あ
っ
た
と
す
る
牧
野
巽
氏
や
守
屋
美
都
雄
氏
に
対
し
て
、
宇
都
宮
清
吉
氏
は
三
族
制
家
族
を
典
型
的
な
も
の
と
し
、
実
際
に
経
済
的
圧
力
を
受
け
な
い
豪
族
の
家
で
は
そ
の
よ
う
に
展
開
し
た
と
し
、
佐
竹
靖
彦
氏
も
後
漢
期
に
お
い
て
は
豪
族
腐
を
中
心
に
三
族
制
家
族
が
増
加
し
た
と
し
て
い
る
恥
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
ま
だ
完
全
な
見
解
の
一
致
を
み
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
漢
代
の
家
は
単
婚
小
家
族
を
主
流
と
し
な
が
ら
も
多
様
な
形
態
で
存
在
し
て
い
た
と
理
解
し
て
大
過
な
い
も
の
と
恩
わ
れ
る
。
ま
た
『
漢
書
』
巻
二
八
下
地
理
志
下
の
前
漠
平
帝
元
始
二
年
と
郡
国
志
の
順
帝
永
和
五
年
の
郡
国
別
の
戸
口
統
計
を
比
較
す
る
と
、
地
域
毎
に
戸
数
・
口
数
の
み
な
ら
ず
、
戸
口
比
の
変
動
も
顕
著
な
違
い
を
見
せ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
各
地
域
で
生
産
関
係
を
中
心
と
し
た
経
済
的
・
社
会
的
環
境
が
異
な
っ
た
局
面
に
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
も
の
が
総
和
さ
れ
た
の
が
表
の
全
国
戸
口
統
計
・
戸
口
比
な
の
で
あ
り
、
こ
れ
の
み
を
基
本
申
科
と
し
て
分
析
す
る
の
は
地
域
性
・
社
会
性
を
捨
象
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
の
で
あ
る
が
、
前
節
で
述
べ
た
後
漢
前
期
の
戸
口
比
増
加
の
主
因
で
あ
る
出
生
率
の
増
加
に
つ
い
て
、
特
に
影
響
官
与
え
た
と
恩
わ
れ
る
の
は
、
比
較
的
経
済
基
盤
が
脆
弱
な
単
婚
小
家
族
の
形
態
を
と
る
小
一
農
民
層
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
小
農
民
層
は
後
漢
後
期
に
は
、
小
民
困
貧
、
多
不
養
子
(
『
後
漢
書
』
巻
六
七
、
党
鋼
列
伝
・
買
彪
)
と
あ
り
、
経
済
的
圧
力
に
よ
っ
て
出
生
率
が
抑
止
さ
れ
る
事
態
に
ま
で
追
い
込
ま
れ
て
い
る
が
、
後
漢
前
期
に
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
①
実
質
的
な
救
済
策
に
あ
た
る
公
回
仮
与
等
の
優
遇
、
②
国
家
に
よ
る
積
極
的
な
出
生
率
向
上
策
、
③
両
漢
交
替
期
の
混
乱
に
よ
る
流
民
増
加
・
人
口
減
少
に
よ
る
可
耕
地
の
余
剰
と
い
う
有
利
な
条
件
に
加
え
、
前
掲
の
和
帝
紀
論
に
は
光
武
帝
よ
り
和
帝
期
ま
で
は
「
而
倶
存
不
擾
」
と
あ
り
、
ま
た
143後漢時代目戸口比について(肥後〉
固
定
歳
、
天
下
安
平
、
人
無
径
役
、
歳
比
登
稔
、
百
姓
股
富
、
粟
餅
三
十
、
牛
羊
被
野
。
〔
『
後
漢
書
』
巻
二
、
明
帝
紀
永
平
十
二
年
条
)
故
吏
稽
其
官
、
民
安
其
業
、
逮
近
府
服
、
戸
口
滋
殖
駕
。
(
同
永
平
十
八
年
八
月
条
)
と
あ
る
よ
う
に
社
会
が
概
ね
安
定
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
諸
条
件
は
局
地
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
全
国
的
な
傾
向
で
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
戸
口
比
が
高
く
な
っ
た
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
せ
い
ぜ
い
六
近
く
ま
で
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は
子
が
成
人
に
達
し
て
分
家
分
財
す
る
ま
で
の
時
間
的
ズ
レ
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
言
う
こ
と
は
、
単
婚
小
家
族
を
志
向
す
る
も
の
が
依
然
と
し
て
多
か
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
結
以
上
、
後
漢
時
代
の
戸
口
比
特
に
戸
口
比
が
六
近
く
に
な
っ
て
い
る
明
帝
1
和
帝
代
l
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
で
、
小
稿
で
も
幾
つ
か
引
用
し
た
が
、
文
献
上
で
は
漢
代
の
一
般
的
な
形
態
と
し
て
、
或
い
は
、
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
五
口
の
家
族
を
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
後
漢
前
期
の
状
況
と
は
幾
ら
か
異
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
後
漢
前
期
は
両
漢
交
替
期
の
社
会
的
混
乱
か
ら
の
回
復
期
と
い
う
特
別
な
時
期
に
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
回
復
期
を
経
て
戸
数
・
口
数
の
増
加
も
一
段
落
し
た
後
に
は
、
戸
口
比
が
五
近
く
で
推
移
し
て
お
り
、
そ
の
点
に
お
い
て
文
献
上
の
記
述
と
は
整
合
が
と
れ
て
い
る
。
但
し
、
漢
代
で
も
後
漢
前
期
と
同
じ
く
、
社
会
的
混
乱
か
ら
の
回
復
期
に
あ
た
る
前
漠
前
期
(
高
祖
1
文
帝
・
景
帝
)
や
昭
帝
・
宣
帝
期
に
つ
い
て
は
、
戸
口
比
が
五
前
後
で
推
移
し
て
い
た
の
か
は
疑
問
で
あ
り
、
こ
の
点
は
漠
代
人
口
史
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
問
題
と
思
わ
れ
る
の
で
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。
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〔l
〉
漢
代
家
族
研
究
に
つ
い
て
は
、
佐
竹
靖
彦
「
中
国
古
代
の
家
族
と
家
族
的
社
曾
秩
序
」
(
東
京
都
立
大
学
『
人
文
学
報
』
一
四
て
一
九
八
O
年
)
、
飯
尾
秀
幸
「
中
国
古
代
の
家
族
研
究
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
(
『
歴
史
評
論
』
四
二
八
、
一
九
八
五
年
)
岡
田
功
「
中
国
古
代
の
「
家
約
」
の
成
立
に
つ
い
て
」
(
『
堀
敏
一
先
生
古
稀
記
念
中
国
古
代
田
国
家
と
民
衆
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
五
年
)
な
ど
が
学
説
史
的
に
整
理
し
て
い
る
。
(
2
)
牧
野
巽
「
漢
代
に
お
け
る
家
族
の
大
き
さ
」
(
『
漢
学
会
雑
誌
』
三
一
、
一
九
三
五
、
『
牧
野
巽
著
作
集
』
第
一
巻
、
中
国
家
族
研
究
(
上
)
、
一
九
七
九
年
所
収
)
参
照
。
(
3
)
稲
葉
一
郎
「
漢
代
目
家
族
形
態
と
程
調
鑓
動
」
〔
司
東
洋
史
研
究
』
四
三
て
一
九
八
四
年
)
参
照
。
(
4
)
佐
藤
武
敏
「
後
漢
白
戸
口
統
計
に
つ
い
て
」
(
司
中
国
古
代
史
研
究
』
六
、
研
文
出
版
、
一
九
八
九
年
)
参
照
。
後
漢
の
戸
口
統
計
に
つ
い
て
は
こ
の
他
に
、
郡
国
志
五
、
劉
昭
注
引
応
勘
『
漢
官
儀
』
に
永
和
中
(
一
三
六
i
一
四
一
)
白
戸
口
数
が
、
郡
国
志
一
お
よ
び
五
、
劉
昭
注
引
皇
甫
訟
『
帝
王
世
記
』
に
中
元
二
年
、
永
嘉
二
年
こ
四
六
)
、
永
寿
二
年
(
一
五
六
)
の
戸
口
数
が
載
っ
て
い
る
が
、
佐
藤
氏
の
考
察
に
拠
る
と
、
信
湿
性
に
問
題
が
あ
る
よ
う
な
の
で
こ
こ
で
は
省
い
た
。
(
5
〉
漢
代
の
「
戸
」
と
「
家
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
越
智
重
明
「
漢
時
代
の
戸
と
家
』
(
『
史
学
雑
誌
』
七
八
l
八
、
一
九
六
九
年
〉
は
、
「一戸
H
戸
籍
制
度
上
白
家
」
と
定
義
し
て
お
り
、
尾
形
勇
『
中
国
古
代
目
「
家
」
と
国
家
』
岩
波
書
底
、
一
九
七
九
年
、
八
三
i
八
四
頁
も
越
智
氏
の
見
解
を
肯
定
し
て
い
る
。
〔6
)
西
崎
定
生
「
貌
の
屯
田
制
」
(
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
O
、
一
九
五
六
年
、
『
中
国
経
済
史
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
六
年
所
収
)
、
『
中
国
古
代
帝
国
の
形
成
と
構
造
』
(
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
一
年
)
、
二
四
五
頁
、
松
崎
つ
ね
子
「
漢
代
土
地
政
策
に
お
け
る
貧
・
流
民
対
策
と
し
て
の
公
団
仮
作
経
営
」
〈
『
中
国
古
代
史
研
究
』
回
、
雄
山
閥
、
一
九
七
六
年
)
参
照
。
(
7
)
山
田
勝
芳
「
後
漢
の
苑
固
に
つ
い
て
」
(
『
集
刊
東
洋
学
』
三
六
、
一
九
七
六
年
)
参
照
。
(
8
)
E
-
A
・
リ
グ
リ
ィ
、
速
水
融
訳
『
人
口
と
歴
史
』
(
筑
摩
書
房
、
一
九
八
二
年
)
七
七
i
七
八
頁
参
照
。
(
9
)
山
田
勝
芳
注
(
7
〉
前
掲
論
文
参
照
。
(
凶
)
寧
可
「
試
論
中
国
封
建
社
会
的
人
口
問
題
」
(
『
中
国
史
研
究
』
一
九
八
0
1
一
)
、
王
背
民
「
東
漢
人
口
考
」
(
『
上
海
師
範
大
学
学
報
』
一
九
八
八
一
一
一
〉
等
参
照
。
(
日
)
例
え
ば
、
守
屋
美
都
雄
「
漢
代
家
族
の
形
態
に
閲
す
る
考
察
」
(
『
ハ
1
パ
l
ド
燕
京
同
志
社
東
方
文
化
講
座
』
二
、
一
九
五
六
年
、
『
中
国
古
代
の
家
族
と
国
家
』
東
洋
史
研
究
会
、
一
九
六
八
年
所
収
)
で
は
、
分
家
の
時
期
・
事
由
が
多
様
で
あ
っ
た
こ
と
を
具
体
的
に
列
挙
し
て
いザ令。
(
ロ
)
牧
野
巽
注
(
2
)
前
掲
論
文
、
「
漢
代
の
家
族
形
態
」
(
『
東
亜
学
』
四
l
五
、
一
九
四
二
年
、
注
(
2
)
前
掲
書
所
収
)
参
照
。
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(
日
)
守
屋
美
都
雄
注
(
日
)
前
掲
論
文
、
「
漢
代
家
族
の
形
態
に
閲
す
る
再
考
案
」
(
『
中
国
古
代
史
研
究
』
一
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
O
年、
注
(
日
)
前
掲
害
所
収
)
参
照
。
〔
M
)
宇
都
宮
清
吉
「
漢
代
に
お
け
る
家
と
豪
族
」
(
『
史
林
』
二
回
l
二、
一
九
三
九
年
、
『
漢
代
社
会
経
済
史
研
究
』
弘
文
堂
、
一
九
五
五
年
改
稿
所
収
)
、
「
孝
経
康
人
章
に
よ
せ
て
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
一
七
l
四、
一
九
五
九
年
、
『
中
国
古
代
中
世
史
研
究
』
創
文
社
、
一
九
七
七
年
所
収
)
参
照
。
(
日
)
佐
竹
靖
彦
注
(
l
)
前
掲
論
文
参
照
。
(
凶
)
こ
の
点
に
つ
い
て
佐
竹
靖
彦
「
漢
代
十
三
州
の
地
域
性
に
つ
い
て
」
(
『
歴
史
評
論
』
三
五
七
、
一
九
八
O
年
)
が
、
元
始
二
年
と
永
和
五
年
の
戸
口
統
計
か
ら
詳
細
な
比
較
・
分
析
を
行
な
勺
て
い
る
。
(
げ
)
特
に
前
漢
時
代
白
人
口
を
考
察
し
て
い
る
論
文
は
、
侯
国
の
戸
数
変
動
を
根
本
史
料
の
一
つ
と
し
て
取
り
扱
っ
て
お
り
、
拙
稿
「
前
漢
朝
白
人
口
数
に
つ
い
て
」
(
『
集
刊
東
洋
学
』
六
回
、
一
九
九
O
年
)
に
限
っ
て
み
て
も
、
部
分
的
に
修
主
に
迫
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
